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研究実績の概要  

多 摩 川 流 域 周 辺 の 特 定 の 生 物 種 の 生 息 状 況 、 遺 伝 子 構 成 な ど を 経 時 的 に 調 査 ・ 比 較 す る こ

と に よ り （ 生 物 モ ニ タ リ ン グ ） 、 こ の 地 域 の 生 態 系 に 及 ぼ す 都 市 化 の 影 響 を 総 合 的 に 評 価

し た 。 都 市 開 発 等 に よ り 個 体 数 の 減 少 が 懸 念 さ れ て い る 多 摩 地 域 の 固 有 種 タ マ ノ カ ン ア オ

イ や 、 河 原 の 絶 滅 危 惧 種 に 指 定 さ れ て い る カ ワ ラ ノ ギ ク な ど の 貴 重 な 植 物 は 、 調 査 の 結

果 、 主 に 川 崎 市 多 摩 区 、 稲 城 市 南 西 部 な ど の 多 摩 川 中 流 域 で 減 少 が 著 し い こ と が 判 明 し

た 。 ま た 、 奥 多 摩 の 原 生 林 の ブ ナ の DNA解 析 に よ り 、 こ の 地 域 の ブ ナ は 、 丹 沢 西 部 や 秩 父

地 域 と 同 じ タ イ プ の DNAを 持 ち 、 遺 伝 子 構 成 の 面 か ら も 貴 重 な 固 有 集 団 を 形 成 し て い る こ

と が 判 明 し た 。 昆 虫 で は 、 多 摩 川 水 系 に 棲 息 す る カ ワ ト ン ボ 類 の 分 布 調 査 と 遺 伝 的 解 析 か

ら 、 カ ワ ト ン ボ 、 オ オ カ ワ ト ン ボ 、 お よ び 両 者 の 交 雑 由 来 集 団 の ３ 者 が 棲 み 分 け て い る こ

と が 判 明 し 、 特 に 、 平 野 部 に 限 っ て 生 息 す る オ オ カ ワ ト ン ボ の 分 布 域 が 都 市 化 の 影 響 で 著

し く 衰 退 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 多 摩 川 流 域 に 広 く 生 息 す る サ ワ ガ ニ に は 、 体 色

の 青 い 個 体 集 団 （ BL集 団 ） と 黒 褐 色 の 個 体 集 団 （ DA集 団 ） が 知 ら れ て い る 。 各 集 団 の 分 布

状 況 の 調 査 に よ り 、 多 摩 川 支 流 の 浅 川 の 上 流 部 の 北 側 に は DA集 団 が 、 南 側 の 多 摩 丘 陵 の 低

地 か ら 平 野 部 に は BL集 団 が 分 布 す る こ と が 明 ら か に な っ た が 、 特 に 、 BL集 団 は 激 減 し て お

り 、 絶 滅 が 危 惧 さ れ る グ ル ー プ と 考 え ら れ る 。 ま た 、 多 摩 川 中 流 域 の 湧 水 周 辺 や 水 田 に 生

息 す る ト ウ キ ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ は 、 人 間 活 動 の 影 響 を 受 け や す く 、 個 体 数 が 近 年 急 速 に

減 少 し て い る 。 そ こ で 、 地 域 個 体 群 間 の DNAを 比 較 し た と こ ろ 、 遺 伝 的 多 様 性 に 富 む 貴 重

な 動 物 個 体 群 で あ る こ と が 判 明 し た 。 こ れ ら の 異 な る 生 物 種 の モ ニ タ リ ン グ か ら 、 特 に 、

稲 城 市 、 多 摩 市 、 日 野 市 、 八 王 子 市 な ど の 多 摩 川 中 流 域 に お い て 貴 重 な 動 植 物 の 減 少 が 著

し い こ と が 強 く 示 唆 さ れ た 。 ま た 、 調 査 し た 動 植 物 は き れ い な 水 環 境 や 森 林 構 成 の 変 化 に

敏 感 な 生 物 な の で 、 そ れ ら の モ ニ タ リ ン グ は 、 清 流 を 含 む 豊 か な 自 然 の 保 全 に つ な が る 基

礎 資 料 に な る こ と を 明 ら か に す る と と も に 、 一 般 向 け の 小 冊 子 「 多 摩 川 流 域 の 生 物 モ ニ タ

リ ン グ ～ 未 知 の 環 境 問 題 を 検 知 す る た め に ～ 」 を 発 行 し た 。  
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